
広報　　　　第1345号  27．2．15 ●8市役所　代表緯 585−1111
死soudan@city.hino.lg.jp●9

市
政
の
お
知
ら
せ

こちらこちら 消防団！消防団！団！団！！消消防団！消防団！～地域防災の要～～地域防災の要～
かなめかなめ

Vol.3Vol.3

日時・会場・定員　下表の通り※おおむね週１回１時間の教
室で全３６回。途中で他会場への変更不可。申込多数の場
合は抽選。結果は３月中旬通知予定　内容　簡単なリズム体
操・ストレッチなど　対象　運動習慣がない６５歳以上の市民
※楽・楽トレーニング体操および悠々元気体操教室と併
せての応募不可。他の運動サークル、体操サークルに参
加している方はご遠慮を　費用　２,０００円　申　２/２４㈫（必着）

までに〒１９１－００１１日野本町１－６－２生活・保健センタ
ー内健康課さわやか健康体操係へ往復はがき（１人１通。
夫婦で同一会場・同曜日・時間を希望される場合は１通
で可）で。往信用裏面に第１希望と第２希望の会場・曜
日・時間、住所、氏名（ふりがな）、性別、年齢、生年月
日、電話番号を、返信用表面に住所、氏名を記入

問　健康課（☎５８１－４１１１）

さわやか健康体操参加者募集（４月～平成２８年３月）

●さわやか健康体操日程表
１コース
定員曜日・時間会場

３０人火曜日　午前Ａ（前半・後半）　　　　午前Ｂ（前半・後半）
生活・保健センター
（日野本町１－６－２）

２０人
３０人水曜日　午前　（前半・後半）
３０人金曜日　午前Ａ（前半・後半）　　　　午前Ｂ（前半・後半） ２０人
３０人月曜日　午前　（前半・後半）福祉支援センター（高幡１０１１） ３０人木曜日　午前　（前半・後半）

６０人月曜日　午前　（前半・後半）（公財）交通遺児育英会学生寮
「心塾」（旭が丘４－７－５７）

３０人月曜日　午前　（前半・後半）
（金曜日の週もあり）南平体育館

（南平４－２３－１） ３０人水曜日　午前　（前半・後半）
３０人木曜日　午前　（前半・後半）南平駅西交流センター（平山４－１８－１）
３０人水曜日　午前　（前半・後半）　　　　午後　（前半・後半）

多摩平交流センター
（多摩平２－９多摩平の森ふれあい館） ５０人

３０人月曜日　午前　（前半・後半）　　　　午後　（前半・後半）
JA東京みなみ七生支店３階
（三沢３－５３－１５） ３０人

２５人木曜日　午後　（前半・後半）勤労・青年会館（多摩平１－１０－１）

３５人月曜日　午前　（前半・後半）市民の森ふれあいホール
（日野本町６－１－３）

３０人水曜日　午前　（前半・後半）平山交流センター
（平山５－１８－２平山 季  重 ふれあい館）

すえ しげ

３０人木曜日　午後　（前半・後半）教育センター（程久保５５０）

１コース
定員曜日・時間会場

２０人金曜日　午前　（前半・後半）富士電機㈱
健康増進センター（富士町１）

２０人月曜日　午後　（前半・後半）落川交流センター（落川１４００）

２５人金曜日　（前半）　１４：２０～１５：２０
　午後　（後半）　１５：３５～１６：３５第七幼稚園（旭が丘２－４２－１）

６０人水曜日　午前　（前半・後半）新町交流センター（新町１－１３－５）
２０人水曜日　午後　（前半・後半）七生台地区センター（平山３－２６－３）
１５人月曜日　午前　（前半・後半）日野台地区センター（日野台４－１７）
２５人木曜日　午後　（前半・後半）マザアス日野（万願寺１－１６－１）
１５人水曜日　午前　（前半・後半）豊田地区センター（豊田３－３１－１）
１５人木曜日　午前　（前半・後半）新東光寺地区センター（栄町３－１４－１）
３０人火曜日　午前　（前半・後半）七生福祉センター（三沢３－５０－１） ３０人木曜日　午前　（前半・後半）

３０人金曜日　午前　（前半・後半）平山台健康・市民支援センター体育館
（平山２－１－１）

２０人月曜日　午前　（前半・後半）（社福）東京光の家（旭が丘１－１７－１７）
１５人火曜日　午前　（前半・後半）東神明地区センター（神明２－１３）

２０人木曜日　午前　（前半・後半）栄町二丁目地区センター
（栄町２－１３－４栄町こうゆう館）

２５人火曜日　午前　（前半・後半）ひの社会教育センター（多摩平４－３） ６０人水曜日　午後　（前半・後半）
※午前コースは、（前半）９：３０～１０：３０、（後半）１０：４５～１１：４５
　午後コースは、（前半）１３：３０～１４：３０、（後半）１４：４５～１５：４５

　５/１０㈰開催の新選組パレードに参加する隊
士、佐藤彦五郎などの配役者を募集します。
対象 高校生以上の方
定員 １００人※衣装・小道具の刀など一式持参の方
は別枠。申込多数の場合は抽選
費用 ①隊士（衣装貸出）…４,０００円（市内在住者
３,５００円）②隊士（衣装など一式持参）…２,５００円
（市内在住者２,０００円）③配役者…２０,０００円
申 ３/２０㈮（消印有効）までに〒１９１－００１１日野
本町２－１５－９日野市観光協会「ひの新選組ま
つり」係へ郵送。応募用紙（日野市観光協会 
http://www.shinsenhino.comからダウンロ
ード可）に必要事項を記入※詳細は問い合わせ
を
問 日野市観光協会（☎５８６－８８０８※９：３０～１７：
００。月曜日を除く）
▶市民ボランティア募集
　ひの新選組まつりのお手伝いをしていただく
ボランティアを募集します。詳細は、お問い合
わせください。
問　産業振興課　代表☎
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平成２５年度

行政評価結果をまとめました
　行政評価結果および、市民評価報告書を公表します。
内容は、市内各図書館、市 で閲覧できます。
▶行政評価とは…行財政改革の一環として、市が行う事
務事業を、「必要性」・「有効性」・「効率性」の３つの視点
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により評価を行うことで改善を図り、より効率的・効果
的な市民サービスの実現を目指すものです。
　事業実施主体による所管部署評価および、市民委員に
よる市民評価を参考に、行財政改革推進本部による本部
評価を行い、市の方向性を決めるものです。

第４次行革の実施状況を公表
問　行政管理チーム　代表☎

ひの新選組まつり
～パレード隊士募集第１８回

効果額（単位：千円）
改革項目の体系

合計平成２５年度平成２４年度平成２３年度

６４,２７７３９,４８２２３,２５３１,５４２⑴改革により市民満足度の高いまちに

１５,８５４７,９２７７,９２７０⑵「公民協働」で創造する新たな公共

３２５,１６６９２,６８２９０,６８７１４１,７９７⑶市民サービスの向上を目指す行政運営

９１,７２６３１,６８６２９,３８１３０,６５９⑷市立病院・外郭団体の経営健全化

７２,１４５２９,７２６４２,４１９０⑸将来を見据えた公共施設の配置と更新

５,８４９,７９４１,９８０,１５４２,１０５,４９６１,７６４,１４４⑹財源確保と適切な財政運営

８３１,０１６２７９,１２０３２７,２６７２２４,６２９⑺職員の育成と適正な給与水準

７,２４９,９７８２,４６０,７７７２,６２６,４３０２,１６２,７７１合計

平成２５年度の主な取り組み
■高齢者民間住宅家賃助成の所得要件の見直し
■新印刷機導入に伴う印刷委託業務の見直し
■小学校給食調理業務の民間委託化（旭が丘小）
■かしの木ハイツをオーナーに返還（第二かしの木
ハイツ）

■交流センター・男女平等推進センターの有料化

■市民満足度の高いまちを目指しさまざまな取り組
みを展開

・日野市地域防災計画の策定
・第３次日野市農業振興計画・アクションプランの
策定

・図書貸出管理システムの更新

平成２５年度までの効果額
※効果額は、行革に取り組んだことにより、第４次行革実施前（平成２２年度）と比較して削減もしくは増収
があった金額です

　第４次日野市行財政改革大綱・実施計画（実施期間は
平成２３～２８年度）の平成２５年度の実施状況をお知らせし
ます。
■日野市の行財政改革
　市の財政は、歳入の根幹である市税収入の増加が見込
めない一方、扶助費などの義務的経費は年々増加してい
ます。また、子育て支援事業の充実や老朽化した公共施
設の改修など多様な課題に対応していかなければなりま
せん。
　そうした状況の中、第４次日野市行財政改革大綱は、
持続可能な「夢のまち日野」の実現を目指し、市民と協
働して策定されました。
　実施計画では、改革項目として４７０項目を掲げ、市民委

員からなる日野市行財政改革推進懇談会からもご意見を
いただきながら、具体的な取り組みを行っています。
　なお、持続可能な行財政運営を実現するためには、今
後も行革を着実に推進していかなければなりません。皆
さまのご理解とご協力をお願いします。
　※第４次日野市行財政改革大綱、実施計画は、市 お

よび市内各図書館で閲覧できます

　
HP

第４次行革実施状況（平成２５年度）
○実施状況（全４７０項目）
　・実施完了の項目  ………………７０項目（１４.９％）
　・着手・取組中の項目  …………３９３項目（８３.６％）
　・未着手の項目  ……………………７項目（　１.５％）

※日野市消防団は、地域により第一分団から第八分団で構成されています

第一分団集まれ！　〜日野市消防団第一分団
担当地域…日野本町、日野、万願寺、石田
分団構成…４部（１部当たり１０～２０人）
消防車両…消防ポンプ車１台、小型動力ポンプ付積載車３台
●熱い思いとともに●
　わが第一分団の熱い気持
ちは市内にとどまらず、東
日本大震災での災害支援ボ
ランティアとして岩手県大
槌町でも発揮され、地元の
方々と一緒に、がれきや土
砂の撤去などを行いました。
　また、秋葉原で起きた殺傷事件に偶然出くわし、応急救護
により命を救った、という団員も所属しています。ほかにも
おいしい野菜を作る農家さん、テレビ制作会社社員、学校の
先生、地元自動車メーカーの社員などいろいろな職業の団員
がいます。普段の職場では得られない知識や経験を得ること
ができるのも魅力の一つです。ぜひ皆さまの入団をお待ちし
ています。

問　防災安全課　代表☎※次回は第二分団について紹介します。


